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お
知
ら
せ

■
体
育
課
移
転
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
体
育
課
の

事
務
室
並
び
に
市
の
体
育
協
会
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
事
務
局
が
シ
ル
ク
ド
ー

ム
か
ら
市
役
所
４
階
に
移
転
し
ま

す
。窓

口
に
お
越
し
の
際
は
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

★
体
育
課

25
１
１
５
２

■
防
災
行
政
無
線
定
時
放
送
チ
ャ

イ
ム
を
変
更
し
ま
す

現
在
、
午
後
５
時
の
防
災
行
政

無
線
定
時
放
送
チ
ャ
イ
ム
を
、
４

月
１
日
㈪
か
ら
、
午
後
６
時
に
放

送
し
ま
す
。

ま
た
、
曲
目
も
「
家
路
」
か
ら

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
へ
変
更
に
な

り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
治
防
災
課

25
１
１
８
４

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で

き
ま
す

平
成
25
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
の
縦
覧
・

閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

市
内
所
在
の
課
税
対
象
と
な
る

土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
、
土
地

の
納
税
者
は
土
地
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
を
、
家
屋
の
納
税

者
は
家
屋
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
自
己
所
有
の
土
地
、
家
屋
以
外

の
価
格
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
部
分
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
土
地
を
借
り
て
い
る
人

は
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
家
屋
を

借
り
て
い
る
人
は
そ
の
家
屋
及
び

そ
の
敷
地
の
土
地
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
内
容
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧
】

固
定
資
産
税
に
係
る
標
準
的
な

宅
地
の
価
格
に
つ
い
て
、
ど
な
た

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
街
化
区

域
に
お
い
て
は
、
標
準
宅
地
の
位

置
及
び
街
路
ご
と
の
路
線
価
を
、

市
街
化
区
域
以
外
に
お
い
て
は
、

標
準
宅
地
の
位
置
及
び
単
位
地
積

当
た
り
の
価
格
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
閲
覧
期
間

４
月
１
日
㈪
〜

５
月
31
日
㈮
（
土
・
日
・
休
日

を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

縦
覧
・
閲
覧
場
所

課
税
課
（
市

役
所
１
階
）

※
児
玉
総
合
支
所
で
は
縦
覧
・
閲

覧
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
数
料

無
料

用
意

身
分
証
明
証
（
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）・
印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
借
地
・

借
家
人
で
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

★
課
税
課

25
１
１
２
１

■
本
庄
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
・
廃
止
の
お
知
ら

せ事
業
者
の
指
定

・
大
塚
設
備
株
式
会
社

本
庄
市
児
玉
町
八
幡
山
６
２
４
―

３


72
８
５
８
０

事
業
者
の
廃
止

・
大
塚
設
備

本
庄
市
児
玉
町
八
幡
山
６
２
４
―

３


72
８
５
８
０

・
有
限
会
社
桝
田
組

本
庄
市
銀
座
１
―
６
―
20



24
４
６
４
１

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
水
道
課

22
２
１
５
１

本庄市役所 (25)1111 

(72)1331 
【ホームページアドレス】 

http : //www.c i ty .hon jo . lg . jp/

◇◆空間放射線量・放射性物質 

測定結果のお知らせ◆◇

―市立小中学校・市立保育所の 

給食等放射性物質測定結果―

―農畜産物の放射性物質測定結果― 

―水道水の放射性物質測定結果― 
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■
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
制
度

の
変
更
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
入
学
者
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
点

・
父
子
家
庭
の
父
を
対
象
者
に
追

加
（
平
成
25
年
度
よ
り
前
の
入

学
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

・
支
給
期
間
の
上
限
を
３
年
か
ら

２
年
に
変
更

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

①
高
等
技
能
促
進
費

母
子
父
子
家
庭
の
母
・
父
が
対

象
と
な
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、

２
年
以
上
養
成
機
関
等
で
修
業
す

る
場
合
の
期
間
に
つ
い
て
支
給

支
給
期
間
（
修
業
期
間
の
全
期
間
）

支
給
期
間
上
限

２
年

※
３
年
間
修
業
す
る
場
合
の
３
年

目
は
、
母
子
福
祉
資
金
生
活
資
金

の
貸
し
付
け
が
可
能
で
す
。

対
象
と
な
る
資
格

看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等
（
保

育
士
・
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て

は
、
求
職
者
支
援
制
度
の
利
用

が
可
能
）

支
給
額
（
月
額
）

・
市
民
税
非
課
税
世
帯

10
万
円

※
た
だ
し
、
平
成
23
年
度
ま
で
の

入
学
者
に
つ
い
て
は
14
万
１
、
０

０
０
円
で
す
。

・
市
民
税
課
税
世
帯７

万
５
０
０
円

※
支
給
申
請
は
、
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。
支
給
が
決
定
さ
れ
た
場

合
は
、
毎
月
促
進
費
の
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

②
入
学
支
援
修
了
一
時
金

高
等
技
能
促
進
費
を
受
給
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
、
養
成
課
程
を

修
了
後
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額

・
市
民
税
非
課
税
世
帯

５
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯

２
万
５
、
０
０
０
円

★
子
育
て
支
援
課

25
１
１
３
０
、

市
民
福
祉
課

72
１
３
３
１
（
内

線
３
１
６
）

■
介
護
保
険
料
の
４
月
の
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
）
額
に
つ

い
て介

護
保
険
料
が
２
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
、
２

月
の
保
険
料
額
と
同
額
が
４
月
の

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
金
額
に
つ
い
て
も
、
同

額
に
な
る
予
定
で
す
が
、
変
更
が

あ
る
場
合
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
が
普
通
徴

収
（
納
付
書
に
よ
る
納
入
）
だ
っ

た
人
で
平
成
25
年
度
か
ら
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
る
人
は
、
開
始
通

知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

★
介
護
い
き
が
い
課

25
１
７
１

９

■
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

４
月
10
日
㈬
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
・
「
自
転
車
安

全
利
用
の
日
」
で
す
。

期
間

４
月
６
日
㈯
〜
15
日
㈪

※
４
月
６
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
市

役
所
前
で
出
陣
式
を
行
い
ま
す
。

本
庄
東
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

本
庄
市
重
点
目
標

○
高
齢
者
と
自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
と
思
い
や
り

全
国
重
点
目
標

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

埼
玉
県
重
点
目
標

○
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

★
自
治
防
災
課

25
１
１
１
８
、

総
務
課

72
１
３
３
１
（
内
線

２
１
３
）

■
重
度
心
身
障
害
者
に
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
を
配
布
し
ま
す

市
で
は
、
在
宅
で
重
度
の
障
害

が
あ
る
人
の
日
常
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

一
部
（
初
乗
料
金
）
を
助
成
す
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
平
成
25

年
度
分
）
を
配
布
し
ま
す
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
及
び
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
人

交
付
枚
数

年
間
最
大
24
枚
（
平

成
26
年
３
月
ま
で
有
効
）

※
４
月
末
ま
で
の
申
請
は
24
枚
。

以
後
、
月
が
遅
れ
る
ご
と
に
２
枚

ず
つ
交
付
枚
数
が
減
少
し
ま
す
。

な
お
、
重
度
心
身
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
助
成
と
の
併
給
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
込

３
月
25
日
㈪
か
ら
、
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
及
び
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
直
接
左
記

へ
★
障
害
福
祉
課

25
１
１
２
５
・

FAX

23
１
９
６
３
、
市
民
福
祉
課


72
１
３
３
１
（
内
線
３
１

３
）
・
FAX

72
１
６
３
０

■
第
７
次
・
第
８
次
住
居
表
示
整

備
事
業
の
現
地
調
査
を
開
始
し

ま
す市

で
は
、
次
の
２
つ
の
区
域
に

お
い
て
新
た
な
住
居
表
示
を
実
施

す
る
た
め
、
現
地
調
査
を
開
始
し

ま
す
。

①
第
７
次
住
居
表
示
区
域

児
玉

南
土
地
区
画
整
理
事
業
実
施
区

域
（
８
月
５
日
実
施
）

調
査
期
間

３
月
中
旬
〜
７
月
上

旬
②
第
８
次
住
居
表
示
区
域

本
庄

早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
実
施
区
域
及
び
隣
接
す
る

一
部
区
域
（
11
月
５
日
実
施
）

調
査
期
間

３
月
中
旬
〜
10
月
上

旬
※
調
査
は
、
市
が
委
託
し
た
調
査

員
証
を
携
行
し
た
調
査
員
が
、
実

施
区
域
内
の
全
世
帯
、
事
業
所
な

ど
を
対
象
と
し
て
、
建
物
及
び
出

入
口
な
ど
の
位
置
形
状
や
世
帯
主
、

法
人
な
ど
の
名
称
を
確
認
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
自
治
防
災
課

25
１
１
１
８

■
あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献
血
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時

３
月
20
日
㈷

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ア
ピ
タ
本
庄
店

対
象

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類

全
血
（
４
０
０
ml
・

２
０

０
ml) 

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

24
２

０
０
３



平成25年３月 15日号 ３

■
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
地
区
地

区
計
画
の
変
更
原
案
縦
覧
を
行

い
ま
す

本
庄
都
市
計
画
「
本
庄
早
稲
田

駅
周
辺
地
区
地
区
計
画
」
の
変
更

に
係
る
原
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

期
間

３
月
22
日
㈮
～
４
月
４
日

㈭
（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所

都
市
計
画
課(

市
役
所
２

階) 

《
意
見
書
の
受
付
に
つ
い
て
》

こ
の
変
更
原
案
に
意
見
の
あ
る

利
害
関
係
者
は
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
22
日
㈮
～
４
月

11
日
㈭
（
土
・
日
を
除
く
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
提
出
方
法

４
月
11
日
㈭(

必
着)

ま
で
に
縦
覧
場
所
に
用
意
し
て

あ
る
意
見
書
の
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
又
は

直
接
左
記
へ

郵
送
先

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

★
都
市
計
画
課

25
１
１
３
６

 ４月１日から平成 28 年３月 31 日まで、次の指定管理者が都市公園、公園施設及び体育施設の管理運営を行

います。 

★都市計画課(25)１１３７、体育課(25)１１５２ 

地域 都市公園 公園施設 体育施設 指定管理者 

北地域（JR 高崎線

以北地域） 

若泉公園

他43公園

若泉運動公園第１グラウンド（夜間照明施

設）・若泉運動公園第２グラウンド、若泉運動

公園テニスコート（夜間照明施設）、若泉運動

公園多目的グラウンド（夜間照明施設）、若泉

運動公園武道館、若泉運動公園弓道場 

本庄市環境緑

の会 

中央地域(JR高崎線

以南かつJR上越新

幹線以北地域) 

本庄総合

公 園 他

52 公園 

本庄総合公園体育館（シルクドーム）、本庄総

合公園市民球場、本庄総合公園多目的グラウ

ンド 

北泉テニス

コート 清香園・東京

ドームスポー

ツ共同体 南地域(JR 上越新幹

線以南地域) 

児玉児童

公 園 他

33 公園 

児玉総合公園体育館（エコーピア）、児玉総合

運動公園グラウンド（夜間照明施設）、共栄公

園テニスコート（夜間照明施設） 

実施日 時間 会場 

４月３日㈬
午前 10 時～11 時 30 分 本庄西公民館 

午後１時 10 分～２時 30 分 若泉第二公園（西側入口）

４月４日㈭
午前 10 時～11 時 30 分 本庄市保健センター 

午後１時 10 分～２時 30 分 中央公民館 

４月５日㈮
午前 10 時～11 時 30 分 北泉公民館 

午後１時 10 分～２時 30 分 本庄南公民館 

４月８日㈪
午前 10 時～11 時 30 分 日の出公園 

午後１時 10 分～２時 30 分 藤田公民館 

４月９日㈫

午前 10 時～11 時 30 分 旭公民館 

午前11時10分～11時20分 上仁手公会堂 

午後１時 10 分～２時 30 分 仁手公民館 

４月 10日㈬
午前 10 時～11 時 30 分 市民プラザ跡地 

午後１時 10 分～２時 30 分 本庄保健所 

４月 11日㈭
午前 10 時～11 時 30 分 共和公民館 

午後１時 10 分～２時 30 分 児玉公民館 

４月 12日㈮

午前10時15分～10時45分 太駄公会堂 

午前 11 時～11 時 30 分 本泉公会堂 

午後１時 10 分～２時 30 分 風洞自治会館 

４月 15日㈪
午前 10 時～11 時 30 分 児玉総合支所 

午後１時 10 分～２時 30 分 セルディ 

右表の日程で狂犬病の集合注射を実施

します。愛犬を守るためにも忘れずに受け

てください。登録済みの犬については、案

内のはがきを送りますので、注射当日は忘

れずにお持ちください。 

料金      １頭につき３,３００円 

（内訳） 

・予防注射接種料      ２,７５０円 

・注射済票交付手数料     ５５０円 

また、新たに犬を飼い始めた人や未登録

の犬を飼っている人は、注射料金とは別に

登録手数料（１頭につき３,０００円）が

必要です。 

※集合注射を受けなかった場合は、近くの動

物病院等で必ず接種してください。（料金は、

集合注射時とは異なる場合があります。） 

★本庄市保健センター(24)２００３ 
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《工事監理者を定めましょう》 

 近年、施工不良などが原因で生じる欠陥住宅に関するトラブルが、大きな社会問題となっています。 

そこで、住宅の工事全体について、建築士の資格を持つ専門家がきちんとチェックをする工事監理が重要に

なってきます。 

住まいづくりでは、建築士の資格を持つ「工事監理者」を選任することが法律により定められています。工

事監理者は、建築主の代理人として設計図書どおりに工事が行われているかを確認し、欠陥工事などのトラブ

ル防止に重要な役割を担っていますので、建築主は必ず工事監理者を定めてください。 

《完了検査を受けましょう》 

 工事が完了したときには、建築主は建物を使用開始する前に完了検査の申請をすることが法律により定めら

れています。この検査は、建築確認申請に基づき正しく工事が完了し、安全な建物であるかの確認を行う大事

な検査ですので、必ず検査を受けてください。検査員が建物を検査し、建築基準法に適合していれば「検査済

証」を交付します。 

＊お問い合わせは下記へ 

★建築開発課(25)１１４０、熊谷建築安全センター本庄駐在（本庄県土整備事務所内）(21)３１４５ 

市では、幅員が４ｍ未満の狭い道路を解消するため「本庄市道路後退用地等寄附採納に伴う分筆費用の補助

金交付要綱」及び「本庄市道路後退用地整備要綱」を制定し、道路中心線より２ｍの道路後退部分について寄

附又は無償使用の承諾をお願いしています。 

寄附・無償使用の承諾をいただいた道路後退用地については、市で維持・管理を行います。寄附をしていた

だく場合は、申出者が事前に分筆登記の手続きを行い、一定の要件を満たすことにより、分筆費用について補

助金（上限 15 万円）を交付します。 

 また、無償使用の場合は「後退用地の無償使用承諾書」を提出していただきます。 

＊お問い合わせは下記へ 

★建築開発課(25)１１４０、建設課(25)１１３５ 

《会員の募集について》 

 経験や技術をいかした仕事をしながら、楽しい仲間づくりをしませんか。市内在住で、60 歳以上の健康で

働く意欲のある人を募集しています。 

入会方法 毎週入会説明会を行っています（本所は毎週火曜日、児玉支所は第２・第４金曜日）。午前 10時か

ら始まり約２時間程度で終了します。入会希望者は必ず説明会に参加してください。所定の手続き後に入会

できます。 

《仕事の依頼について》 

 シルバー人材センターには、多彩な技術･技能･経験をもったシニアの人が会員として登録しており、現在受

付･施設管理の仕事、塗装･大工仕事、椅子・障子･襖・網戸張り、植木の手入れ、製造に携わる仕事、賞状・

宛名書き、清掃、除草、家事援助サービス等、関係各方面で大変好評を得ています。 

 また、これらの仕事を含め新たに、臨時的かつ短期的なシニアの人に適した仕事を探しています。ぜひ、当

センター（http://www.honjoh-sjc.or.jp/）をご利用ください。 

 シルバー人材センターの名前を使って、ずさんな仕事をし、その場で法外な料金を請求する人物が時々現れ

ます。申し込みをしていないのに、突然、「仕事をさせてほしい」と訪ねられたときはご注意ください。 

＊お問い合わせは下記へ 

★公益社団法人本庄市シルバー人材センター本所(23)１３５６ 
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公共下水道は、快適な生活環境をつくり、海や河川などの水質保全に役立っています。 

 公共下水道が利用できる区域にお住まいの人は、なるべく早い下水道への接続をお願いします。 

◎下水道に接続する際の宅内の工事費は、自己負担です

費用は、工事の内容等で変わりますので、市が指定する「指定下水道工事店」に見積もりを依頼してくだ

さい（その際、複数の工事店に見積もりを依頼することをお勧めします）。 

◎接続工事の資金に金融機関の融資が使えます 
接続工事の費用について、自己資金だけでは一度に負担することが困難な場合、市が金融機関の融資をあっせ

んする制度があります。 

融資の返済が完了したあとに、一定の条件で利子相当額の全部又は一部の補給を受けることができます。 

※詳しい内容と手続き等については、下水道課へご相談ください。 

◎公共下水道及び農業集落排水に接続済の人で建物の建替・解体工事を行う人へ 
 公共下水道及び農業集落排水をすでに利用している人で建替・解体工事等の理由により一時的に下水道の使用

を休止する場合、下水道休止届の提出が必要です。 

◎４月から新たに下記の区域で公共下水道が利用できます 

・若泉１丁目の一部  ・若泉２丁目の一部   ・本庄４丁目の一部 ・けや木１丁目の一部 

・けや木３丁目の一部 ・児玉町八幡山の一部 ・児玉町児玉の一部 ・児玉町吉田林の一部 

・本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業地内の一部（北堀の一部及び栗崎の一部） 

★下水道課(25)１１４６ 

公共下水道は、一般の公共施設（道路・公園）とは違って、利用できる地域の人々が限られています。

このため、下水道を税金だけで整備すると、下水道が利用できない人たちも建設費を負担することになり、

「公平な負担」の原則に反することになります。そこで、下水道を利用できる人たち（受益者）が建設費

の一部を負担することによって、下水道は整備されています。 

このコーナーでは、下水道受益者負担金についてＱ＆Ａ方式でご説明します。 

負担金は誰が納めるのですか？ 

  整備区域内の全ての土地が対象となり、その土地の所有者又は権利者に負担金を納めていただきます。 

負担金の額はどれくらいですか？ 

  土地の面積に、１㎡当たり３００円を乗じた金額になります。 

負担金の納付方法は？ 

  負担金は、算出した金額を５年に分割し、さらに１年を４期の納期（合計 20 回）に分けて納付してい

ただきます。納付書を６月初旬に受益者に送付します。また、一括で納めることもできます。一括納付の

場合、当該年度の最初の納期内に限り、納付する年数・金額に応じて一括納付報奨金が交付されます。（この

場合、実際には、報奨金を差し引いた金額で納付することとなります。） 

※納付については、便利な口座振替が利用できますので、ぜひご利用ください。 

負担金の納付について、免除の制度はありますか？ 

  ありません。ただし、農地等（田・畑・山林等の現況にある土地）は、宅地として利用するまでの期

間、70％を猶予することができます。（猶予する場合は、申告書の提出が必要です。） 

受益者が変わったときは、どうなりますか？ 

  負担金を分割で納付中に、相続や売買などの理由で、その土地の受益者に変更があった場合は、速や

かに下水道課まで届け出てください。（受益者異動申告書の提出が必要です。） 

  届け出のあった日以前にかかる負担金は、前の受益者に負担していただくことになります。 

＊お問い合わせは下記へ 

★下水道課(25)１１４６ 
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集

■
赤
十
字
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急
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を
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Ｅ
Ｄ
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目
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日
時

５
月
11
日
㈯

午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場

中
央
公
民
館

講
師

赤
十
字
救
急
法
指
導
員

対
象

15
歳
以
上
（
終
日
参
加
で

き
る
人
）

定
員

30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用

１
、
５
０
０
円
（
教
材
費
・

保
険
料
）

申
込

４
月
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日
㈬
ま
で
に
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住

所
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ガ
ナ
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別
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・
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★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

24

２
７
５
５
・
FAX

21
５
５
１
６

楽しく簡単な体操等を行い、転倒や認知症を防いで、いつまでも自分らしく『いきいき』と過ごしてい

けることを目的とした教室です。お気軽にご参加ください。 

対象 65 歳以上の市内在住者

時間 午後１時 30 分～３時 ※８月はお休みです。 

用意 飲み物、タオル、動きやすい服装 

※勤労青少年ホーム及び児玉公民館別館は室内用運動靴をお持ちください。 

＊申し込みは不要です。当日直接会場へ 

★介護いきがい課(25)１１２７ 

会 場 日 程 

勤労青少年ホーム体育室 ４月11日㈭、５月９日㈭、６月13日㈭、７月11日㈭、９月12日㈭

コミュニティセンター３階多目的ホール ４月 23 日㈫、５月 28 日㈫、６月 25日㈫、７月23日㈫、９月24日㈫

児玉公民館別館大会議室 ４月16日㈫、５月21日㈫、６月18日㈫、７月16日㈫、９月17日㈫

昨年の様子 
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
人
事
院
人
材
局
試

験
課
（

０
３
―
３
５
８
１
―

５
３
１
１
）
へ

★
関
東
信
越
国
税
局

０
４
８
―

６
０
０
―
３
１
１
１

催

し

■
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ク
レ
ー

プ
を
作
ろ
う
」
を
開
催

お
い
し
い
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
の
ク

レ
ー
プ
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時

４
月
20
日
㈯

午
前
10
時
～

対
象

小
学
生

定
員

10
人
（
先
着
順
）

費
用

１
０
０
円

用
意

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
バ

ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込

４
月
６
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

21
９
８

２
０

■
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

幼
児
や
小
学
生
、
保
護
者
を
対
象

と
し
た
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
友
達
を
誘
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◎
絵
本
の
読
み
語
り
『
お
は
な
し

会
』
を
開
催

絵
本
を
通
し
て
、
春
休
み
の
ひ

と
と
き
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

日
時

３
月
28
日
㈭

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

講
師

「
お
は
な
し
の
小
径
」
の

み
な
さ
ん

対
象

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

定
員

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

申
込

３
月
19
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

セ
ン
タ
ー
へ

◎
元
気
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

指
導
員
手
作
り
の
遊
び
道
具
を

使
用
し
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

４
月
13
日
㈯

午
後
２
時
～

３
時

対
象

小
学
生

定
員

20
人
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費

無
料

用
意

上
履
き
、
タ
オ
ル

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

へ

◎
昔
あ
そ
び
教
室

お
は
じ
き
・
お
て
だ
ま
・
あ
や

と
り
・
折
り
紙
な
ど
み
ん
な
で
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

４
月
27
日
㈯

午
後
２
時
～

３
時

対
象

小
学
生

参
加
費

無
料

用
意

作
品
を
持
ち
帰
る
袋

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
左
記
へ

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

21
０

４
２
０

■
川
の
博
物
館
で
桜
の
押
し
花

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
に
咲
い

て
い
る
桜
か
ら
、
押
し
花
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
材
料
が
な
く
な
り
次

第
終
了
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

４
月
７
日
㈰

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

費
用

無
料

※
入
場
料
（
一
般
４
０
０
円
）
は

必
要
で
す
。

★
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館

０
４

８
―
５
８
１
―
７
３
３
３

■
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
『
五
周
年

記
念
講
演
会
』
を
開
催

高
齢
者
に
人
気
の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
、
今
年
で
５
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
、
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
中
の
人

も
、
こ
れ
か
ら
参
加
し
て
み
た
い

と
興
味
を
お
持
ち
の
人
も
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
27
日
㈬

午
後
１
時

15
分
～
３
時
30
分

会
場

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容

①
表
彰

②
体
験
談
発
表

③
講
演
「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

そ
の
効
果
」

講
師

浅
川

康
吉

氏
（
群
馬

大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
准

教
授
）

対
象

市
内
在
住
者

定
員

１
２
０
人
（
当
日
先
着
順
）

用
意

筆
記
用
具
、
運
動
す
る
服

装＊
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
へ

★
介
護
い
き
が
い
課


25
１
１
２

７
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★図書館（本館）(24)３７４６ 

本庄東小 16日㈫ 午後１時 30 分～２時 30分 

藤 田 小 17日㈬ 午後１時 30 分～２時 30分 

仁 手 小 19日㈮ 午前 10時 20 分～11時 20分

旭 小 18日㈭ 午後１時 20 分～２時 20分 

北 泉 小 23日㈫ 午後０時 50 分～１時 50分 

本庄南小 25日㈭ 午後１時 30 分～２時 30分 

中 央 小 24日㈬ 午後１時 40 分～２時 40分 

 プロ野球２０１３イースタン・リーグ公式戦「埼

玉西武ライオンズ対読売ジャイアンツ」を次のとお

り開催します。 

日時 ５月 12 日㈰ 

開場 午前 11 時  試合開始 午後１時 

会場  本庄総合公園市民球場 

※前売券は４月８日㈪から販売します。 

＊お問い合わせは下記へ 

★本庄市プロ野球等開催実行委員会（シルクドーム

内）(25)５６７７ 

４月 14 日㈰に本庄総合公園内をスタート・ゴールにしたクロスカン

トリー(大久保山周辺)とハーフマラソン(小山川遊歩道)の大会が開催

されます。 

ゲストランナーとして、ハーフマラソンに埼玉県庁の川内優輝さん、

クロスカントリー(12 ㎞)に気象予報士の平井信行さんも出場します。

当日の午前９時から正午までの時間に近くを散歩やお花見をされる際

は、走行中のランナーに注意していただきながら沿道からランナーへ暖

かい声援をお願いします。 

 大会の参加選手を対象としたフォトコンテストを開催します。 

 走っている参加選手のさまざまな様子を撮影していただき、応募して

ください。 

 詳しい募集内容については、シルクドーム窓口においてある応募要項

又は、大会ホームページ（http://smart.jognote.com/honjowasedarun）か

ら応募要項をダウンロードしていただき、確認してください。 

★体育課(25)１１５２

川内優輝さん 

（埼玉県庁） 

平井信行さん 

(気象予報士) 

みんな応募

してね 


